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二硫化炭素（CAS no. 75-15-0） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 

○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

二硫化炭素の内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験において、抗アンドロゲン様作

用を示すこと、疫学的調査の報告において、抗アンドロゲン様作用、視床下部―下垂体―生殖腺軸

への作用及び甲状腺への作用を示すことが示唆された。 

 

(１)生殖影響 

 Zenick ら(1984)によって、二硫化炭素 607±47ppm(チャンバー内空気中測定濃度)を 80～90日齢

から 10週間(週５日、日毎６時間)吸入ばく露した雄 LEラットへの影響が検討されている。そ

の結果として、体重、射精精液中精子数、交配試験におけるマウント潜時、交配試験における

射精潜時の低値が認められた。なお、交配試験におけるマウント回数、交配試験における挿入

回数、運動精子率、交配試験における精子プラグ重量、精巣絶対重量、精巣上体絶対重量、輸

精管絶対重量、精嚢絶対重量、前立腺絶対重量、精巣上体中精子数、血清中テストステロン濃

度、血清中黄体形成ホルモン濃度、血清中卵胞刺激ホルモン濃度には影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン様作用 

 Tepe と Zenick ら(1984)によって、607±47ppm(チャンバー内空気中測定濃度)を 80～90 日齢か

ら 10週間(週５日、日毎５時間)吸入ばく露した雄 LEラットへの影響が検討されている。その

結果として、交配試験におけるマウント潜時、交配試験における射精潜時、射精精液中精子数、

精巣上体中精子数の低値が認められた。なお、体重、精巣絶対重量、精巣上体尾絶対重量、精

巣上体絶対重量、精嚢絶対重量、輸精管絶対重量、前立腺絶対重量、正常形態精子率、血清中

テストステロン濃度、血清中黄体形成ホルモン濃度、血清中卵胞刺激ホルモン濃度には影響は

認められなかった。 

また、二硫化炭素 348±27、607±47ppm(チャンバー内空気中測定濃度)を 80～90 日齢から 10

週間(週５日、日毎５時間)吸入ばく露した雄 LE ラットへの影響が検討されている。その結果

として、607ppm のばく露群で体重の低値が認められたが、精巣上体中精子数、正常形態精子

率には影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン様作用 

 

(２)疫学的調査 

 Zhou ら(1988)によって、二硫化炭素について、中国上海市の 5ビスコースレーヨン工場におい

て 1964年から 1985年にかけて、女性の職業ばく露と月経及び出産影響との関連性について検

示唆された作用 

エストロゲン 抗エストロゲン アンドロゲン 抗アンドロゲン 
甲状腺 

ホルモン 

抗甲状腺 

ホルモン 

脱皮 

ホルモン 
その他

*
 

－ － － ○ ○ ○ － ○ 



 2 

討されている。その結果として、ばく露群(二硫化炭素ばく露業務に従事する女性 265 名、平

均ばく露濃度 1.7～14.8mg/m
3、月経異常発生率 35.9%)と非ばく露群(製糸工場にて二硫化炭素

ばく露業がない業務に従事する age-matched 女性 291名、月経異常発生率 18.2%)との比較にお

いて、月経異常総発生率(特に不規則周期、異常出血)の高値が認められた。なお、妊娠中毒症、

つわり、自然流産、死産、早産、遅産、奇形発生率には影響は認められなかった。 

また、ばく露濃度と月経異常発生率(特に不規則周期、異常出血)とについて正の相関性が認

められた。 

また、ばく露濃度と月経異常発生率とについて(COXモデル分析)正の相関性が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 

 Takebayashi ら(2003)によって、二硫化炭素について、日本のビスコースレーヨン 11 工場にお

いて 1992 年から 1999 年にかけて(ベースライン調査 1992 年～1993 年、フォローアップ調査

1998 年～1999 年、フォローアップ率 89.9%)、男性の職業ばく露と内分泌系失調との関連性に

ついて検討されている。その結果として、ばく露群(二硫化炭素ばく露業務に従事する男性 259

名、平均年齢 35.6±7.7 歳、平均ばく露歴 19.3±8.1 年、二硫化炭素ばく露濃度中央値 4.44±

2.04ppm、尿中 2-チオチアゾリジン-4-カルボン酸濃度中央値 1.11±2.31mg/g creatinine)と非ばく

露群(有害化学物質ばく露がない業務に従事する男性 352名、平均年齢 35.9±9.1歳)との比較(フ

ォローアップ調査の多重直線回帰分析)において、血清中サイロキシン濃度の低値、グリコヘ

モグロビン HbA1C率の高値が認められた。 

なお、空腹時血中グルコース濃度、血清中インシュリン濃度、血清中黄体形成ホルモン濃度、

血清中卵胞刺激ホルモン濃度、血清中副腎皮質刺激ホルモン濃度、血清中テストステロン濃度、

血清中甲状腺刺激ホルモン濃度、血清中トリヨードサイロニン濃度、血清中サイロキシン結合

グロブリン濃度、性欲減退(問診による)影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：甲状腺への作用 

 Wägar ら(1983)によって、二硫化炭素について、フィンランドのビスコースレーヨン工場にお

いて 1940年代から1980年代にかけての男性の職業ばく露と血清中ホルモン濃度との関連性に

ついて検討されている。その結果として、ばく露群(二硫化炭素ばく露業務に従事する男性 69

名、平均年齢 40.5 歳、平均ばく露期間 12.5 年)と非ばく露群(二硫化炭素ばく露がない業務に

従事する男性 24名、平均年齢 38.7歳)との比較において、年齢 39 歳以下かつばく露歴１年～

９年の群において、性ホルモン結合グロブリン濃度の低値、遊離テストステロン係数、卵胞刺

激ホルモン濃度、黄体形成ホルモン濃度の高値、年齢 39 歳以下かつばく露歴 10 年～36 年の

群において、卵胞刺激ホルモン濃度の高値、年齢 40 歳以上かつばく露歴 10 年～36 年の群に

おいて、卵胞刺激ホルモン濃度、黄体形成ホルモン濃度の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン様作用 
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（平成 26年度第１回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 参考資料 2-3より抜粋） 

 


